
Ⅰ．変圧器の規格
　１．規格と概要

規　格　名　称 規　格　番　号 概　　要

電気設備技術基準
 （省令および解釈）

電気事業法に基づき定められた省令として，その規制される範囲と
内容において国で最も権威がある。

内線規程
 ＪＥＡＣ ８００１-2000

電気設備技術基準の解釈に定められた内容を(社)日本電気協会
がより具体的に定めた規格。

変圧器  ＪＥＣ－２２００-1995 変圧器に関する技術を規定した規格として、国内で最も根本的な
位置付けのもの。　一般的な電力用変圧器の大部分（計器用変圧
器，半導体電力変換用変圧器など特殊用途の変圧器は除く）に適
用される。
　ＪＥＣ－１６８-1966
　ＪＥＣ－２０４-1978
を経て、ＪＥＣ－２２００-1995 に至る。

配電用６ｋＶ油入変圧器  ＪＩＳ Ｃ ４３０４-2005 Ⅰ章３項，４項参照
　一般の配電の目的に使用する６ｋＶ５００ｋＶＡ以下の屋外用自冷
式油入変圧器に適用される。

配電用６ｋＶモールド変圧器  ＪＩＳ Ｃ ４３０６-2005 Ⅰ章３項，４項参照
　一般の配電の目的に使用する６ｋＶ５００ｋＶＡ以下の屋内用自冷
式モールド変圧器に適用される。従来のＪＥＭ １４２４-1986は廃
止。

配電用６ｋＶ高効率油入変圧器の
特性基準値  ＪＥＭ　１４７４-2000

　　　　　（廃止）

配電用６ｋＶ高効率モールド変圧器
の特性基準値  ＪＥＭ　１４７５-2000

　　　　　（廃止）

特定機器対応の高圧受配電用油
入変圧器におけるエネルギー消費
効率の基準値

 ＪＥＭ　１４８２-2005

特定機器対応の高圧受配電用
モールド変圧器におけるエネル
ギー消費効率の基準値

 ＪＥＭ　１４８３-2005

４００Ｖ級配電用中形６ｋＶ油入変圧
器

 ＪＥＭ　１２５６-1972 単相，三相５０～５００ｋＶＡ，二次電圧４２０Ｖなどを規定している
が，二次電圧が実情と合わなく，準拠する例は少ない。

温度上昇６５℃油入変圧器  ＪＥＭ　１３６５-1978 巻線の耐熱性，絶縁油の酸化安定度と巻線及び絶縁油の温度上
昇値につき、ＪＩＳより高い値を規定。上記以外はＪＩＳ Ｃ ４３０４に準
拠する。

電気絶縁の耐熱クラス及び耐熱性
評価

 ＪＩＳ Ｃ ４００３-1998 Ⅰ章２項参照

変圧器の騒音レベル基準値  ＪＥＭ　１１１８-1998 Ⅱ章４項参照

乾式変圧器の温度上昇限度及び
基準巻線温度（乾式クラスH）

 ＪＥＭ　１３１０-2001 Ⅰ章２項及びⅡ章５項参照

油入変圧器の運転指針 電気学会技術報告
１４３号（1978）

Ⅴ章４項参照

ブッシング  ＪＥＣ－１８３-1984 Ⅱ章６項参照

電気絶縁油  ＪＩＳ　Ｃ　２３２０-1999 絶縁油の性能を規定。

地球温暖化防止の一環として改正省エネ法が１９９９年４月施行さ
れた事を機に，それまでのJEM－１３９２-１９８１にかわり
　６ｋＶ単相７５～５００ｋＶＡ
　６ｋＶ三相７５～２０００ｋＶＡ
につき、高効率変圧器としての特性値が規定された。
2005年ＪＩＳ改正に伴い、廃止。

高圧受配電用変圧器は，エネルギーの使用の合理化に関する法
律(通称、省エネ法)に定める特定機器として２００２年１２月２７日経
産省告示により，その判断の基準が示された。これを機に，
　６ｋＶ単相１０～５００ｋＶＡ
　６ｋＶ三相２０～２０００ｋＶＡ
につき、トップランナー変圧器としてのエネルギー消費効率(＝損失
値)が2005年に改正された。
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　２．耐熱クラス

　　ＪＩＳ Ｃ ４００３-1998 「電気絶縁の耐熱クラス及び耐熱性評価」 に規定された耐熱クラスと温度、　ＪＥＭ １３６５-1978 「温度

上昇６５℃油入変圧器」の許容最高温度 及び ＪＥＭ１３１０-2001 「乾式変圧器の温度上昇の限度及び基準巻線温度（耐熱ク

ラスＨ）に規定された特性の基準温度と適用変圧器の例を示す。

耐熱クラス
許容最高温度
　(℃)

温度上昇限度
　(Ｋ)

基準巻線温度
　(℃)

適　　用　　例

Ａ １０５ 　５５ 　７５  油入変圧器及び乾式変圧器

－ １１５ 　６５ 　７５  ＪＥＭ１３６５に定める油入変圧器

Ｅ １２０ 　７０ 　９０  乾式変圧器

Ｂ １３０ 　７５ 　９５  モールド変圧器

Ｆ １５５ 　９５ １１５  モールド変圧器

Ｈ １８０ １２０又は１４０
（１） １４０又は１６０  乾式変圧器

２００ ２００ 　－
（２）

　－
（２）  シリコン油入変圧器他

２２０ ２２０ 　－
（２）

　－
（２）

２５０ ２５０ 　－
（２）

　－
（２）

注（１）　ＪＥＣ－２２００は、１２０℃についてのみ規定。ＪＥＭ １３１０では、使用実績，ＩＥＣ規格等を勘案し１４０℃も規定。
　 （２）　注文者と製造者間の協議により決める。
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　３．規格上の機能

　ＪＩＳ Ｃ ４３０４-2005に規定された機能関連の仕様につき下表に示す。また、参考としてＪＥＣ－２２００-1995の規定を対比した。

ＪＩＳ Ｃ ４３０４-2005 ＪＥＣ－２２００-1995

　単相，三相 　規定なし

　単相１０～５００kVA，三相２０～２０００kVA 　単相１kVA以上，三相５kVA以上

　５０Ｈｚ，６０Ｈｚ

　６６００Ｖ

　５０ｋＶＡ以下

　Ｆ６３００，６０００
　　特に指定がある場合、単相５０ｋＶＡ以下
　　のタップ電圧は、Ｆ６７５０，Ｆ６４５０，
　　Ｆ６３００，６１５０　とする事ができる。

　７５ｋＶＡ以上 　Ｆ６７５０，Ｆ６４５０，Ｆ６３００，６１５０

　単　　　　相 　２１０－１０５

　三　　　　相
　周波数５０Hz、６０Hz……２１０
　周波数５０Hz　　　　 ……４２０
　周波数６０Hz　　　　 ……４４０

巻線 (抵抗法)

油 (温度計法)

系統の最高電圧６９００Ｖ以下のもとで、電圧と
周波数との比が対応する定格電圧と定格周波
数との比の５％を超えない範囲（次の式参照）
の過励磁条件下の運転で、実用上支障があっ
てはならない。
　(Ｖ／ｆ) ／ (ＶN／ｆN) ≦ １．０５

　　ここに　Ｖ  ：使用時の受電電圧(V)
　　　　　　　ＶN：定格一次電圧（又は接続さ

　　　　　　　　　　れているタップ電圧）(V)
　　　　　　　ｆ  ：使用時の周波数(Hz)
　　　　　　　ｆN ：定格周波数(Hz)

一次電圧または周波数が下記の範囲で変化して
も、実用上支障があってはならない。
　(Ｖ１－Ｖ１Ｎ)／Ｖ１Ｎ ≦ ＋０．１

　¦ (ｆＮ－ｆ)／ｆＮ) ¦ ≦ ０．０５

　((Ｖ１Ｎ－Ｖ１Ｎ／Ｖ１Ｎ) ＋

　　　　　　　　　 ((ｆＮ－ｆ)／ｆＮ) ≦ ＋０．１

　　ここに　Ｖ１   ：使用時の一次電圧(V)

　　　　　　　Ｖ１Ｎ：一次側使用タップの電圧）(V)

　　　　　　　ｆ 　 ：使用時の周波数(Hz)
　　　　　　　ｆＮ　：定格周波数(Hz)

（また、二次電圧に関しても同様な規定がある。）

　（要約）
　タップ電流の25倍を限度とする短絡電流(計
算値)を通電する試験を行っても、各タップにお
いて機械的，熱的に損傷してはならない。
　　熱的強度　：２秒間
　　機械的強度：0.5秒±10% 各相に対して３回

　（要約）
　3150kVA以下の変圧器は、タップ電流の25倍を
限度とする短絡電流(計算値)を通電する試験を
行っても、各タップにおいて機械的，熱的に損傷
してはならない。
　　熱的強度　：２秒間
　　機械的強度：0.5秒±10% 各相に対して３回
　3150kVAを超える変圧器は、使用者との協議に
より決定する。

　相　　　　数

　容　　　　量

　　規定なし

　短絡強度

　電圧及び周波数の変化

項　　目

　５５Ｋ

　定格一次電圧

　周　 波 　数

　タップ
　電　圧
　（Ｖ）

　二　次
　電　圧
　（Ｖ）

１次　ＬＩ ６０（全波）　　ＡＣ ２２　（ｋＶ）　　　ＬＩ：雷インパルス耐電圧試験
２次　２１０以下　　 　　  ＡＣ 　２　（ｋＶ）　　　ＡＣ：交流耐電圧試験
 　　 ４２０V、４４０V　　 ＡＣ　 ４　（ｋＶ）

　温度上昇
　限　　度 　５０Ｋ …… 本体タンクの油が直接外気と接触する場合

　５５Ｋ …… 本体タンクの油が直接外気と接触しない場合

　試験電圧値
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４．規格上の構造

　　ＪＩＳ Ｃ ４３０４-2005に規定された構造関係の仕様につき下表に示す。また、参考としてＪＥＣ－２２００-1995の規定を対比した。

ＪＩＳ Ｃ ４３０４-1999 ＪＥＣ－２２００-1995

　一次側　　Ｕ　　　　　　　Ｖ
　　　　　（＋）　　　　　（－）

　二次側　　ｕ　　　ｏ　　　ｖ
　　　　　（＋）　（ｎ）　（－）

　一次側　　Ｕ　　　　　　　Ｖ
　

　二次側　　ｕ　　　ｏ　　　ｖ

　単　　　相  二次巻線は，単三専用結線とする。 　 規定なし

　５０ｋＶＡ以下 　Ｙｙ０

　７５～５００ｋＶＡ 　Ｙｄ１

　７５０～１５００ｋVA 　Ｙｄ１　Ｄｄ０

　１５００～２０００kVA 　 ＤｄO　Ｄｙｎ１１

汚損度 (等価塩分付着量)　　mg／cm
２

　　　　　　　　　　－　　　（数値規定なし）

０．０６超過～０．１２以下

０．１２超過～０．３５以下

　タンクの適切な位置に設ける 　 規定なし

　つり上げ装置

　排油装置（１５０ｋＶＡ以上）

　温度計（１５０ｋＶＡ以上）

　油面表示装置（油面計又はタンク内の
　油面位置の表示）

単　　　相

三　　　相

　特定していない

　　接　　地　　端　　子

　　超　重　汚　損

　三　相

　結線

   規定なし
　耐汚損
　特性区分

項　　　目

　付　　　　　属　　　　　品 　 規定なし

　減極性

　一次側　　Ｕ　　　Ｖ　　　Ｗ
　

　二次側　　ｕ　　　ｖ　　　ｗ　　　ｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ｎ）

　　　　区　分

　　一　　般　　用

　　重　　汚　　損

端子記号

　極　　　　性
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　５．規格上の銘板記載事項の特徴

　　ＪＩＳ Ｃ ４３０４-2005と ＪＥＣ－２２００-1995に規定された銘板の記載内容の特徴を示す。

ＪＩＳ Ｃ ４３０４-2005 ＪＥＣ－２２００-1995

　 短絡インピーダンス(％) 　 短絡インピーダンス(％)

　記載不要 　記載要（Ⅰ章６項参照）

　記載不要 　記載要（Ⅱ章５項参照）

　　重汚損 又は 超重汚損
　（一般用 は表示しない）

　記載不要

　総質量（kg）
　総質量（kg 又は ｔ）
　　(50kVA以下は省略してもよい)

　　備考．　従来の”インピーダンス電圧”の語は、”短絡インピーダンス”に改められた。

　銘板例．

　試 験 電 圧 値

　汚　損　区　分

　総　　質　　量

項　　目

　短絡インピーダンス

　冷　却　方　式
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　６．冷却方式の表示記号

　ＪＥＣ－２２００-1995に規定された冷却方式の表示方法を示す。

文字順序 記号

Ｏ 　鉱油または燃焼点が３００℃以下の絶縁液体

Ｋ 　燃焼点が３００℃を超える絶縁液体

Ｌ 　燃焼点が測定できない絶縁液体

Ａ 　空気

Ｇ 　ガス（例えば、六ふっ化硫黄ＳＦ６）

Ｎ 　冷却器、巻線内ともに自然循環する。

Ｆ 　冷却器内は強制循環するが、巻線内には強制循環しない。

Ｄ 　冷却器、巻線内ともに強制循環する。

Ａ 　空気

Ｗ 　水

Ｎ 　自然対流

Ｆ 　強制循環（冷却扇，ブロア，ポンプ）

　備考　　タンクのない乾式変圧器の場合は、第一文字及び第二文字だけで表示する。

表示例．

ＯＮＡＮ／ＯＮＡＦ
　油入自冷式／油入風冷式
　　（例えば、ある温度を境に冷却扇を用いる。）

　巻線及び鉄心を
　直接冷却する
　媒体の種類

ＡＮＡＮ 　乾式閉鎖自冷式

ＡＮＡＦ 　乾式閉鎖風冷式

ＡＮ 　乾式自冷式

ＡＦ 　乾式風冷式

ＯＦＷＦ 　送油水冷式

ＧＮＡＮ 　ガス入自冷式

ＯＤＡＦ 　導油風冷式

ＯＮＷＦ 　油入水冷式

ＯＤＡＮ 　導油自冷式

ＯＦＡＦ 　送油風冷式

記　　号

ＯＮＡＮ 　油入自冷式

ＯＦＡＮ 　送油自冷式

説明 冷却媒体の種類もしくは循環方式

冷　却　方　式

第二文字
　巻線及び鉄心を
　直接冷却する
　媒体の循環方式

第三文字
　周囲の冷却媒体
　の種類

第四文字
　周囲の冷却媒体
　の循環方式

第一文字
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